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愛媛県における 清浄 豚 の 作 出について 

菊 池 仁 司水 大 山 精 嗣 * 高 橋 祝 衣 " 

確保する技術の 検討，③安価に 育成する技術の 
は じ め に 

検討などに主眼をおき 1 腹 ではあ るが，第 1 回 

愛媛県においても ， その他の地区と 同様 目の調査を実施したので 紹介する。 

SEP, AR, その他の慢性伝染性疾病の 汚染で 

腋生産の経済的損失はきわめて 甚大であ り， こ 
材料および方法 

0 対策に苦慮してきた。 しかし近年ようやく ， ]. 清浄 豚用 哺育 舎 

これら疾病排除の 抜本対策として ， SPF 豚お 図 l に示す清浄 豚 片簡易哺育 合 は 6 一 8 頭の 

よび清浄豚の 利用が認識されるよ う になり， こ 初生豚を約 50 日輪まで隔離哺育できるよ う旧 

れを 木 県の実情に即応したかたちでとり 入れよ 設の建物を改造したもので ，更衣室，飼料など 

うとする気運となった。 すなわち， 本 県で SPF  の調製および 哺育用具滅菌のための 準備室， 飼 

啄 または清浄豚を 広く普及するにあ たっては， 糊置場，生後 3 週 齢 まで哺育する 哺育 室 ，哺育 

まず，現在汚染環境の 中で飼養されている 多数 終了後に 群 飼育成するための 育成重に区分し 

の 優良種 豚 にっきその血統を 滅失することは た。 

く ，安価でしかも 容易な方法で SPF 化あ るい 客 室の換気はフィルターを 装着した送風機お 

は 清浄化することであ るが，これを 満たす方法 よび通気孔によって 行ない，令覚への 排水は暗 

として現在のところ 帝王切開による SPF 化と 渠 方式としてできるかぎり 外気との遮断ができ 

自然分娩 法 とによる清浄化が 考えられる。 る よ う 配慮して改造した。 なお，保温は 図 2@c 

たとえば後者を 行なう場合は 分娩時に汚染 さ 示す哺育 箱 の 下 @c 設置する保温マットと 2 個の 

れる危険性をなくす 技術が確立されることが 前 150W 赤外線電球によって 行なうようにした。 

提 とはなるが，本法では 個々の農場で 飼育中の 

豚 をその場所で 自然分娩させ ，必要な子 豚 のみ 2. 供講分娩豚舎 

を 隔離哺育して 清浄化することができる。 した 今回使用した 分娩 豚肩 は，岩場内の 一般 豚が 

がって多品種，多血統の 豚を早期に， しかも 容 使用しているもので ，他の豚房からの 分娩中の 

具 に清浄化することが 可能となる。 汚染影響が最も 少ないと思われるものを 使用し 

このような考えかたから ， 木 県において実用 た 。 なお，この豚舎から 清浄 豚用 哺育 舎 までの 

的 プライマリー SPF 啄 または清浄 豚 生産を開 距離は直線で 約 200 メートルのところにあ る。 

始 するための予備調査として ，まず， 自然分娩 

子 豚の隔離育成による 清浄化から調査を 開始す 3. 母豚の扱い 

ることとなった。 すなわち，岩場内に 簡易な 清 供試 母豚は，分娩予定の 6 日前に体表を 十分 

浄豚用 哺育舎を設けて 前述の仮定を 想定し ， ① に洗浄消毒 ( オスバン ) して消毒済の 分娩 豚房 

適確に清浄化する 技術の検討，②高い 育成率を に収容し，分娩当日までは 飼料添加 剤 ( タ 4 ロ 
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図 @  清浄 豚用 哺育 舎 

哺育 箱 通気孔 ( 側面 ) 送風機 ( 側面 ) 

サンホの 巾 2.5 一 3.0cm 

サン木間隔 6.0 一 7.0cm 
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シン ) を添加給与した。 分娩当日はまず ， 豚 房 舎への子 豚 移送作業 班 ，哺育 舎 での子豚の収容 

内の噴霧消毒および 豚 休の清拭を行ない ，陣痛 作業 班 03 班で行ない， 子 豚の汚染防止と 哺育 
開始と同時に 温湯希釈消毒薬 ( オスバン ) を膣 舎への細菌持込み 防止に留意した。 

内に大量注入し 産道を消毒した。 さらに， 1 頭 

目の子 豚 出生と同時にオキシトシンを 注射し， 5. 哺育試験区分 

2 頭目以降の娩出間隔を 短縮するよう 努めた。 分娩された 13 頭の子 豚 のうち， 清浄化試験 
分娩 申 はたえず消毒薬を 噴霧 し鹿 挨の防止を計 豚 として取り上げ ，隔離哺育した 子豚は ，出生 

った 。 順番 1, 2, 3, 6, 7, 9 の 6 頭 (5 3, 牟 

3) で，ほかの子豚は 母豚による慣行哺育と 

供試 母豚 " 正一正 ""@- 産 孟   「   泰 立直 @ 分娩月日 し ，清浄化しなかった。 なお，清浄化試験 豚と   
W  :5 産 月 ・ ｜ L 1.1 １ 47.10.19 して取り上げた 千塚 は 6 10 1, 早 1 の 2 頭を 1 組   とし，育成率向上処置の 検討として， 表 ] に 示 

す 処置区分をして 哺育した。 

4. 子 豚の扱い 

・清浄化する 丁 ・豚の扱 いは ，娩出されるところ 6. 給餌計画 

を滅菌 布 で受け取り，素早く 鼻腔および n 辺に 50 口 齢 までの給餌は 表 2 に従って行ない ， 飼 

附着する粘液を 拭除すると同時に ，用意した 子 料は ， 10 口 齢 まではサン エー ; ルク を 30-35 

豚 移送用滅菌 箱 に 封入し， 1 個ずつ清浄 豚用 哺 。 C に 加 温して給与し ， 11 一 15 日齢の間は サ ン 
育 舎 に運んだ。 哺育 舎 に迎んだ箱 はまず入口で エーミルクと 人工 乳 A との混合を煮沸滅菌して 

密封のための 外装ビニール 袋をはずして 猫のみ 給与， 16 ～ 22 日齢の間は滅菌人工 乳 A と何と 

を 更衣室に入れここで 開箱 し ，腰帯結紮，温湯 の混合給与， 23 ～ 50 日齢の間は人工 乳 A の 単 

希釈消毒液による 体表洗浄後，清拭して 哺育 箱 味を給与した。 51 日 齢 以降はまず，人工 乳 B, 

に収容した。 なお，これらの 作業は，子孫の 取 次いで千塚 用 ，次に産肉能力検定用双期および 

り上げおよび 子豚 移送箱 への封入作業 班 ，哺育 後期の順に給与した。 

表 ] 哺 育 試 験 区 分 表   
試験区分 一 @ 一   項 目 l 投与 量 および期間   洪武頭数 

  
浄 抗生物質投与 区 ( スピラマイシン ) / l ｜ 日 / Ⅰ ke  I-4 日 齢 の 間 2 ソ             Ⅰ - グロブリ                                                                                                           2 頭 

イヒ 図工 -  処 置 区   i 2@/   
非 清浄化 区 ( 母豚哺 育 )     I 7 ァ / 

表 2 給 餌 回 数 と 間 隔 

月齢 Ⅰ 給餌回数 @ 1 回目   2 回目   3 回目   4 回目   5 回目   6 回目 
1  一 3  日 齢     7  :00 時   10:・   13  :  00   16  :  00   19 「 00   22  :  00 

4@       7  :00   10:  30   14・   18:10   22  :  00       
8@ 15   7  :  00   12  :  00   17 「 00   22 「 00         
16 - 22   8  :  30   13:00   17:00               
23 - 50 Ⅰ 

く 14) 一 46  一 

日本SPF豚研究会Web SPF Swine, 4(2), 44-49  (1973)



7. 管 理 病 様症状を呈したことと ， 38 ～ 40 日齢の間に全 

生後 2 週 齢 までは哺育箱 の仕切板を入れたま 頭が軟便した 以外，下痢その 他の疾病の発生は 

まで 1 頭ずっ飼育し ，その後 1 週間は仕切 板 を なく，会供 試 豚を育成することができた。 体重 

はずして 2 頭ずっ飼育した。 さらに 3 週 齢 以降 の発育については 各処置区分間 @C 差はなく， そ 

50 日輪までは育成 室 での 群飼を 行ない， 51 日 の平均値は表 3 に示すとおりであ る。 

齢からは清浄 豚用 哺育舎から出して 野外の隔離 すなわち，清浄化区は 母乳哺育の非清浄化 区 

豚舎で育成した。 に 比較して 4 週 齢 までの発育は 劣ったが，その 

後順調に発育し ， 6 ～ 7 週 齢 では非清浄化 区の 

8. 清浄化検定 下痢による発育停滞も 手伝いむしろ 優れた発育 

鼻病 性 鑑定案 4C 依頼し， RO 日 齢の哺育終了時 値を示した。 しかし， 8 週 齢 以降，清浄豚舎 か 

に 1 頭を ， 残り 5 頭を種 豚 として育成する 途中 ら 急、 に 野外に移して 育成した影響と 思われる 増 

0g0kg でと殺して 菌 検索および病理検査を 実 体率の低下がみられ ， g0kg 到達 日齢 では 2 週 

施した。 なお，非清浄化区の 同腹 豚 についても 間余りの遅れを 生じる結果とはなったが ， 今 

同様 @C と殺して調査した。 後，セカンダリ 一生産のための 素豚 として育成 

成 績 
するに問題はなく ，また，休のしまり ，岐路 の 

強刮 c ついてもなんら 問題となるところは 認め 

]. 発育成績 られなかった。 

清浄化育成中， ト グロブリン製剤投与 区 01 

頭と， 無 処置 区 01 頭が生後 20 日綿時に熱射 

表 3 発 育 成 績 表 

区 分 適齢   生時体重     
  
  
  
  
  
  区 清 浄 @ @ 1.20 士 0.14kg 1.58 士 0.19 2.03 士 0.27 2.60 士 0.48 4.02 士 0.95 

非清浄化図   1.44%0.20kg   2.37%  1.01   3.31 士 1.41   4.24 士 1.69   5.33 土 1.85 

宝 榛 - 雙雙ヒ       
  
  
  
  
  
  
  区 清 浄 ィ ヒ 5.58%1.28 7.62 士 1,,48 9.19%1.62 13.14*1.79 16.36@2.78 

非清浄化図   6.24 士 2.31   6.99%2.53   8.61%3.37   13.72*1.51   Ⅰ 7.36 ヨ二 1.56 

区 分 適齢   10 
  

11 
  

Ⅰ 2   Ⅰ 3   
14 区 清 浄 ィ ヒ 18.86@2.88 23.28@3.49 28.58*3.50 34.28*4.08 35.36 

非清浄化図   19.32*1.52   24.88*1.53   30.06*3.50   35.06*3.51   39.32 
  
IX  @3@  @   15 

  
16 

  
工 7 

  
18 

  
19 

清浄化 区   40.92   45.98   49.98   54.54   59.16 
非清浄化 区   46.02   50.36   55.26   61.40   68.70 

s.  @ @@@@ Ks   20 
  

21 
  
22   23   24 

清浄化 区   63.06   66.96   71.30       89.77 

非清浄化図   73.55   78.40   82.90   91.00     
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表 4 飼 料 別 給 与 成 績 

サン エー ミルクのみ給与した 期間の成績 

生 産                                                   給 回 数 l 1 頭 1 日当り給与 量 105［/ 210 打 5  3 8 0 １１ 450 550 650 7% 720 800 1 頭 1 日当り摂取量 105 Ⅰ l ー ｜ り セ 2 l Ⅰ Ⅱ o り １１ 打 3 １１ 3 5 5 １１ 438  472 557 桝 0 657 655 

( 同上 ) 摂取 固 型物     
サンエーミルクと 人工 乳 A との混合給与期間の 成績 

生 後                                       

給 餌 回 数   4 回 / 日   4    4    4  @  4 

1 頭 1 日当り給与 量   7508   650   695   580   490 

1 頭 1 日当り摂取量   592  g   482   393   390   245 ( 同上 )  摂取 固 型物 ｜｜ 161 Ⅰ 01 
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生
 一 l 3 回 / 日 l 3 l 3 l 3 l 3 l 3 l 3 
1 頭 1 日当り給与 量   490  g   600   590   560   540   430   420 

1 頭 1 日当り摂取量   2%g   226   270   350   321   280   375 ⑥ 上 ) 摂取 固 型物 @  95 引 ｜ ｜ 132 

人工 乳 A のみ給与した 期間の成績 

生 後 日 齢   23-29 日 齢   30-36   37-43   44 ～ 50 

給 餌 回 数   2 回 / 日   2     
1 頭 1 週間当り給与 量   2,0009   2,633   2,800   3,450 

1 頭 1 週間当り摂取量   1,7809   2,396   2,660   3,3 Ⅰ 2 

鯛上 )  摂取 固 型物   1,5319   2,061   2,288   2,848 

51 日 -182  日齢の間の給与飼料 

生 後 日 齢   51 ～ 62 日輪   63 ～ 90   9 Ⅰ～ 111   112  @  Ⅰ 82 

飼 料 区 分   人工 乳 B    子豚 月   産肉能力検定用双期   産肉能力検定用後期 

1  頭当り給与 量   12.2kg   48.4   45.8   
134.8 
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2. 給餌成績 

サン エー ミルクは出生後 4 時間目から給与し 

た。 まず，給餌 箱 の ミルクに早く 餌付くよ う 針 

を外した注射器で 箱 から少しずつ 吸い取って与 

えたところ，ほとんどの 豚は 7 回目 C2 日 齢 ) 

の給餌までに 餌付き， その後 10 日 齢 まで給与 

した ミルクも順調に 摂取した。 しかし，固定式 

給餌 箱 でないことと 深さが足りなかったことも 

あ り食いこぼしが 目立った。 

人工 乳 A  ( マッシュ ) への切り替え 準備は 11 

日 齢 より開始し ， 初め， ミルクに 10%  のマッ 

シュを加え，その 後順次マッシュの 量を増した 

が，流動性がなくなる 程度にマッシュを 加える 

頃 から摂取量が 極度に低下した。 しかし， 16 日 

齢からミルクの 代りに滅菌水を 加え，さらに ， 

この量を減じて 強引にマッシュに 慣らした。 お 

おむね会頭がマッシュに 餌付いたのは 22 日 齢 

であ った。 

以上に 概述 した離乳までの 給与方法による 摂 

収 量 と ，その後 g0kg 育成までの成績は 表 4 に 

示すとおりであ り，特に，哺育飼料費の 節減を 

ねらって強引にマッシュに 切り替えた 11 日輪 

～ 2t 日 齢の間の摂取量の 低下は発育に 影響する 
結果となったが ，このようにして 20kg まで育 

成するに要した 1 頭当り飼料費は 表 5 に示すと 

おり約 6,500 円で，その内サンエー : ルク の占 

める割合は 48%  となった。 

表 5 20kg までの育成飼料費 

lkg  当 -@@Jg  mwD@@@@"  @  &  @S.    i@wns;  10W   @  m 
サンエーミルク 6,9209 450 円 l 3,114 円 
人工 乳 A  14,7989  130 円 1,923H 

人 工 乳 B  ll,2009 75 円 840 円 

子 豚 同 12,0009 52 円 582 円 

計   一   6,459 円 

3. 清浄化検定成績 

生後 50 日綿時の 1 頭と g0kg 時の 5 頭につ 

いて，解剖，病理，細菌検査を 実施した結果， 
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g0kg 時の全頭に 胃底 腹 部の軽い炎症を 認めた 

が， SEP, AR, その他の疾病は 陰性であ った。 

なお，清浄化しなかった 同腹 豚の汚染調査も 清 

浄化検定と併せて ， 50 日綿時に 1 頭， g0kg 時 

に 5 頭を解剖して 調査したところ 胃炎の発生は 

同様に全頭に 認められた。 また， 1 頭には具申 

分骨の一部に 軽度な炎症が 認められたが ，原因 

菌と 思われる Alcal 箸 @gngs b の mchisepticus の 

検出はできなかった。 SEP, TP についても陰 

性で，その他についても 特異な変化はなく ，今 

回 供 試した母豚は ，結果的 @C 比較的きれいな 状 

態が保たれていたことが 示唆された。 

ま と め 

木県における SPF 豚の生産方式を 検討する 

ための予備調査として ，自然分娩豚の 清浄化か 

ら調査を開始した。 現在のところ ， 1 腹 の調査 

しかできていないので ，この成績をもとにして 

自然分娩 法 による清浄化を 評価することはでき 

ないが，少なくとも 今回実施したようなきわめ 

て簡易な施設で ，母乳を全く 与えない初生 豚 

を ，高い育成率で 育成することは 可能であ る見 

通しを得た。 

しかし，この 方法で一番問題となるのは 分娩 

中の汚染，すなわち ，産道内での 汚染，分娩 さ 

れてから隔離するまでの 間の汚染をいかに 除く 

かにあ るが，畜産目的とした 実用的生産方式と 

して採用するには ， 例え 万が一にも汚染の 可能 

性を与える技術であ ってはならないことから ， 

子 豚の清浄化取り 上げの方法については 今後十 

分に検討する 予定であ る。 

一方，子宮切断決に 比べ，母豚を 廃用するこ 

となく， しかも適確，安価にプライマリー SPF 

豚を生産する 方法として，帝王切開法が 海外に 

おける主流となりつつあ り，わが国でもすでに 

試みられつつあ る。 したがって木県でも 帝王切 

開法を導入すること @C よって，安価，確実，容 

易 @C プライマリー SPF 豚が生産されると 考え 

られる。 
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